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FORUM8 Solution
 先進の技術、最高水準のソリューションを集めた統合的なシステムを

CG/VRシミュレーション、FEM解析、DESIGN、WEB Cloudの４つの
側面から提案
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 各製品群は単独でも強力なツール
 各製品が密接に関わりあってさらに強力なサービスを展開
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Shade3Dとは？
統合型3DCG制作ソフト

モデリング レンダリング アニメーション 3Dプリント

Shade3Dのみで3Dコンテンツの制作が完結

小永幹夫T&I Modeling
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Shade3D使用分野

建築パース 屋内イメージ

VRプロダクトデザイン
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Shade3D使用分野

建築パース BIM/CIM設計照査

VRプロダクトデザイン
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Shade3D使用分野

キャラクターアニメーション
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3次元CAD利用技術者試験 １級 使用推奨ソフト

3DCAD機能は、ACSP主催の3次元CAD利用技術者試験１級の推奨ソフ
トとして認定されています。

NURBSモデリング機能

＊ACSPは一般社団法人コンピュータ教育振興協会の通称です。



多言語対応
日本語 英語 簡体字中国語 繁体字中国語



Shade3D Ver.22



Shade3D Ver.22の新機能
 レンダリング

 GPUレイトレーシング
 AIノイズ除去

 図面
 図面表示モード
 陰線表示モード
 図面の画像の保存、印刷

 モデリング
 スイープ曲面
 自由曲面の「端を閉じる」

 ファイル入出力
 DXF入力強化
 FBX2020対応(PLATEAUデータのインポート対応)



GPUレイトレーシング
 従来はCPUのみが対応していたレイトレーシングをGPUで実現

 これまでのGPUレンダリングにはない高い利便性
 CPUレンダリングと比較して圧倒的な速度

イメージサイズ：1920 x 1080
ポリゴン数：51082
光源数：150

レンダリング時間： 2秒！

GPU: GeForce RTX 2070



GPUレイトレーシング
 CPUでのレンダリングと同じ手法を使いつつ、GPUならではの速度

 従来のGPUレンダリングのような制限事項に縛られない

屈折率を正確に反映した透明体
視野、形状などの制限のない
オブジェクト反射

周囲の色を反映した間接光



GPUレイトレーシング
 図形ウインドウでのリアルタイム表示に対応



GPUレイトレーシング
 静止画やアニメーションの最終レンダリングにも使用可能

 高品質なウォークスルー、フライスルーを高速にレンダリング

調整から最終レンダリングまで大きなスピードアップ



AIノイズ除去
 一般的かつ信頼性の高いモンテカルロ手法では高周波のノイズが発生

 ノイズのない画像とするためにさまざまな手法が用いられる

シミュレーション結果(低品質) 最終イメージ



AIノイズ除去
 単純な計算量増加による品質向上

 一つの設定項目のみで調整可能

[問題点]
極端に時間がかかる



 高速化技術の利用
 イラディアンスキャッシュ、フォトンマッピング、ラジオシティ

AIノイズ除去

・多数、複雑な設定項目
・シーンに応じた調整
・特殊なモデリング方法

[問題点]
調整に工数がかかる



 AIによる深層学習ベースのノイズ除去機能に対応
 Intel® Open Image Denoiseライブラリを搭載
 シーンに応じた処理を自動判断してノイズ除去を行う

AIノイズ除去

機能をオンにするだけ



 低品質な画像からでも高品質なイメージを高速で生成
 既存の光源、質感設定、レンダリング機能をフルに利用可能
 ハードウェアに依存せず、全ての環境で動作

AIノイズ除去

Shade3D Ver.21
(イラディアンスキャッシュ)

25分14秒

Shade3D Ver.22
(AIノイズ除去)

2分45秒

レンダリング時間

89%短縮！



図面表示モード
 モデルに設定した線種、線の太さ・色、面のハッチングを表示するモード

 一般的な製図で使われる「実線」「破線」「鎖線」や各種ハッチングに対応

 2D図面、3D図面の両方で使用可能
 2D図面の設計図の視認性向上、3Dモデルからの設計図作成



図面表示モード
 図面パレットより、モデルごとに線、面の描画設定



図面表示モード
 3Dモデルからの設計図作成

 ブール演算ツールなどと組み合わせて断面図も作成
 3Dビューも図面表示が可能

3Dモデル

2D図面

3D断面図



隠線表示モード
 隠線を破線で表示するモードを追加

 ワイヤフレームを可視、不可視で分けて描画することで形状の把握を助ける

ワイヤフレーム
(隠線消去)

ワイヤフレーム

ワイヤフレーム
(隠線表示)

シェーディング
(隠線表示)

テクスチャ
(隠線表示)

New New New



図面の画像の保存、印刷
 図面を指定した用紙サイズ、解像度、尺度で保存、印刷

画像保存

PNG、JPEGファイルなど

印刷

プリンタ

図面表示

作図から印刷まで、CADツール
としての用途の幅が広がる



スイープ曲面
 断面と基準線の組み合わせで曲面を作成する新しい形状タイプ

 既存ツールの「掃引_円」、「記憶＞掃引」と異なり、後編集が容易
 鉄筋、パイプ、レール、幅木など、掃引形状の制作効率を向上



自由曲面の「端を閉じる」
 従来、筒状の自由曲面の端を閉じるにはひと手間が必要

 数が多くなると相応の工数がかかる

一点に収束

線で閉じる

L字型、山型など
形状によって工数が多くなる



自由曲面の「端を閉じる」
 自由曲面の設定項目に「端を閉じる」を追加

 複雑な形状の平面も1操作で面を生成、再編集にも追従

複雑な平面も1操作で面を生成
再編集も容易

端を閉じる



DXF入力強化
 Shade3Dで読み込み可能な情報の強化

 SPLINE形状への対応、図面表示モードでの色の反映、レイヤ構造の改善

Shade3D Ver.21以前

非対応のデータが欠ける

Shade3D Ver.22

SPLINE形状、色を反映



FBX2020のインポート対応
 国土交通省が主導する日本全国の3D都市モデル整備･活用･オープンデー

タ化プロジェクト「PLATEAU」のFBXファイルなど、最新のFBX形式の
ファイルのインポートに対応

FBX2020



BIM/CIM設計照査ツール
 Shade3D Professionalに機能追加をするオプション製品
 IFCファイルの入出力、BIM/CIM設計照査に対応

UC-1設計シリーズ、3D配筋CAD など

Shade3D BIM/CIM設計照査ツール

IFCファイル

設計照査結果



BIM/CIM設計照査ツール Ver.22
 IFCインポート

 3Dモデル、2D図形の対応強化、動作安定性の改善
 破損IFCファイルのエラー箇所、内容表示

 IFCエクスポート
 3Dモデル編集結果の反映に対応

 IFC属性情報表示
 表示可能な属性情報、関連情報を拡充

 IFC属性情報編集
 オブジェクトへの属性情報の追加、編集、削除に対応

 BIM/CIM設計照査ツール
 操作性を向上、設計照査の工程を効率化



破損IFCファイルのエラー箇所、内容表示

IfcRoundedRectangleProfileDef

IfcSegmentIndexSelect
IfcBooleanClippingResult

IFCインポート
 3Dモデル、2D図形の対応強化、動作安定性の改善
 破損IFCファイルのエラー箇所、内容表示

2D図形の分類読み込み

IfcBooleanClippingResult



IFCエクスポート
 3Dモデル編集結果の反映に対応

 3Dモデルの詳細度アップ、干渉の修正などに利用可能

IfcBooleanClippingResult

干渉チェック → 干渉部分の回避修正

詳細度アップ



URL、外部参照ファイルを「開く」グループ、分類コード、レイヤー、関連の表示

IFC属性情報表示
 表示可能な属性情報、関連情報を拡充

IfcBooleanClippingResult

グループ

分類コード

レイヤー

関連

分類コード

ヘッダー

関連オブジェクトの選択



IFC属性情報編集
 オブジェクトへの属性情報の追加、編集、削除に対応

IfcBooleanClippingResult

属性情報の追加
(モデルの物理情報など)

外部参照ファイルの追加(現場写真、仕様書など)

IFCファイルの情報を
欠落させることなく

編集が可能



BIM/CIM設計照査ツール
 操作性を向上、設計照査の工程を効率化

 ツールのレイアウトを改善、アクセス性を向上
 照査シート(1)、(2)を随時切り替え可能

設計照査工程の効率化、ファイル管理の一本化



ブロックUIプログラミングツール

 プログラミング教育必修化に対応するShade3Dオプション製品
 教育分野での利用が拡大しているブロック型のインターフェースを用いて、

マウス操作でフローチャートを作りプログラミングをするツール

子供たちが将来に向けて育むべき能力

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

http://www.mext.go.jp/
http://www.mext.go.jp/


ブロックUIプログラミングツール Ver.22
 実際の授業で使えるサンプル教材を追加

 最初歩の学習向けから中級者向けのサンプルプログラム
 プログラミングと3DCGの基礎を学べるドキュメント



ブロックUIプログラミングツール Ver.22
 課題と実例を交えたドキュメント

 教育目的だけではなく、定型作業の自動化のためのプログラム入門にも



ブロックUIプログラミングツール Ver.22
 授業でそのまま使えるPDF形式のほか、Word形式も収録

 Word形式は編集が可能なため、授業の内容に合わせて調整ができる

PDF形式 Word形式



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ

発売日：2021/11/17
価格：2,750円(税別2,500円)
著書：Shade3D開発Group
体裁：B5版

▼目次
・はじめてのShade3D
・基本操作・インターフェース
・モデリング操作
・レンダリングテクニック
・実践・応用技
・作業効率をアップする設定・拡張機能
・チュートリアル 「建物を作る」

・ユーザ事例Shade3Dインタビュー

初めてShade3Dを使う方が基本・応用をしっかり学べる1冊



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ



Shade3D 公式ガイドブック 2022 for ビギナーズ
発売日：2021/11/17
価格：2,750円(税込)
体裁：B5版

特別価格
20%OFF

2,200円(税込)



発売日：2019/11
価格：2,750円(税込)
体裁：B5版

Shade3D 公式ガイドブック 2020

特別価格
20%OFF

2,200円(税込)



今後の展望：開発予定
 Shade3D Ver.22.2 (2022/03)

 Pythonスクリプト機能拡充
 DXF出力機能強化
 フォーラムエイト製品間連携強化

 Shade3D C++プラグインSDK Ver.22.2 (オプション製品、2022/03)
 Shade3D Ver.22.2までの新機能への対応
 最新の開発環境への対応



今後の展望：開発予定
 Shade3D Ver.23 (2022/07)

 モデリング機能強化
 アニメーション新機能対応
 高度なPBRマテリアル機能対応
 glTF入出力 対応機能拡充
 線形対応
 3Dアノテーション機能強化



今後の展望：開発予定
 BIM/CIM設計照査ツール Ver.23 (2022/07)

 BIM/CIM設計照査ツールの利便性向上
 IFC 3Dモデル編集、材質設定対応強化
 IFC 属性編集機能強化
 IFC 検定対応

 ブロックUIプログラミングツール Ver.23 (2022/07)
 ブロック機能拡充
 ブロックカテゴリ整備
 業務用途向けインターフェース対応



Shade3D素材データ集
 ジャンル別にモデルや素材等の豊富なデータを購入可能なサイトを準備中

 インテリア、オフィス、花・樹木、まちなみなど
 一部データはShade3Dユーザ向けに公開予定
 近日中にオープン予定
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